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コローレ東川 虐待防止マニュアル 

（目的） 

第 1 条 このマニュアルは、障がい者虐待防止法及び児童虐待防止法の趣旨を踏まえ、株式 

会社ヴェルデが運営する「放課後等デイサービスコローレ東川」（以下、「施設」とい

う）において、虐待を未然に防止するための体制及び虐待が発生した場合の対応等を

定め、児童の権利や利益の擁護を目的とする。 

 

（虐待の定義） 

第 2 条 「虐待」とは、当施設の職員が児童に対して行う次の行為をいう。 

（1） 児童の身体に外傷が生じ、又は生じる恐れのある暴行を加えるということ。又、

必要のない身体拘束や行動制限を行うこと。 

（2） 児童にわいせつな行為をすること、又は児童にわいせつな行為をさせること。 

（3） 児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食、又は長時間放置、その他の

職員としての監護を著しく怠ること。 

（4） 児童に対する著しい暴言、又は著しく拒絶的な対応、著しい心理的外傷を与える

言動を行うこと。 

※厚生労働省ホームページ掲載 児童虐待の定義 

 身体的虐待  殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる、 

        首を絞める、縄などにより一室に拘束するなど 

 性的虐待   子どもへの性的行為、性的行為を見せる、性器を触る又は触らせる、ポルノグ

ラフィの被写体にするなど 

 ネグレクト  家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、

重い病気になっても病院に連れて行かないなど 

 心理的虐待  言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子供の目の前で家族に

対して暴力をふるうなど 

 

 （虐待防止対応責任者） 

第 3 条 虐待に関して責任主体を明確にするため、虐待防止対応責任者を置く。 

    虐待防止対応責任者は管理者とする。 

    コローレ東川 管理者 中谷 布美 

    



 

 

 

 （虐待防止受付担当者） 

第 4 条 児童、その保護者、関係者等（以下「児童等」という。）が虐待の報告を行いやすく 

    するため、虐待防止受付担当者は管理者が兼任する。 

 

 （虐待報告等の受付） 

第 5 条 虐待防止受付担当者は、児童等からの虐待報告を随時受け付ける。また、虐待防止受付 

    担当者は不在の時には、他のすべての職員が虐待報告を受け付けることができる。 

2 項  虐待防止受付担当者は虐待の報告を受けた時は、直ちに「虐待通報の受付・経過記録書 

    を作成し、虐待防止対応責任者に報告する。 

 

 （虐待への対応） 

第 6 条 虐待防止受付責任者は前条の虐待報告を受けた時は、障がい者虐待防止法第 16 条に規 

    定されている通報義務に基づき、市町村障害者虐待防止センターに通報を行う。 

2 項  虐待防止対応責任者は虐待の内容及び原因を調査し、必要な改善策を検討する。 

3 項  虐待防止対応責任者は、児童の保護者、関係者等に対し、虐待が発生した経緯及び改善 

    策について説明しなければならない。 

 

 （虐待を受けた児童や家族への対応） 

第 7 条 虐待の報告を受けた虐待防止受付担当者は、虐待を受けた児童の安全確保を最優先に 

    行う。 

2 項  虐待行った職員に対し、虐待の事実関係が明らかになるまでの間、出勤停止等の何らか 

    の措置を講じ児童が安心できる環境づくりを行う。 

3 項  管理者は、虐待を受けた児童やその家族に対して虐待が発生した経緯、虐待の内容等を 

    説明し、謝罪を行い信頼の回復に努める。 

 

（改善に向けた措置） 

第 8 条 虐待防止責任者は職員会議を開き、虐待の再発防止策を検討する。必要に応じて、児童 

    と共に協議の場を設ける。 

2 項  虐待防止対応責任者は、虐待が発生した経緯及び改善策を記載した改善計画を策定し、 

    児童等に説明する。 

 

 

 



 

 

 

（虐待防止のための措置） 

第 9 条 虐待防止対応責任者は、虐待の防止を図るため、定期的に職員研修を実施する。 

2 項  虐待防止対応責任者は、虐待対応の仕組みや通報先について、施設内やホームページ等 

    に記載し周知する。 

 

通報先：東川町保健福祉課       電話番号：0166-82-2111 

 

    上川中部基幹相談支援センター 電話番号：0166-84-7111 

 

（虐待対応記録・報告） 

第 10 条 虐待防止受付担当者は、虐待報告受付から解決・改善までの経過と結果について所定 

     の書面に記録する。 

2 項   虐待防止対応責任者は、被虐待者に対し改善を約束した事項について、随時又は一定 

      期間後に児童等に報告する。 

 

（養護者による虐待について） 

第 11 条 虐待防止対応責任者及びその他の職員は、児童が養護者等からの虐待の痕跡や疑いが 

     ある場合は協議し、障がい者虐待防止センターもしくは最寄りの児童相談所への 

     相談を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

附則 

このマニュアルは、2021 年 11 月 1 日から施行する 

 

 



コローレ東川 虐待防止委員会規定 

 

（委員会の目的） 

第1条 虐待防止委員会は利用者の安全と人権保護の観点から、適正な支援が実施され、 

利用者の自立と社会参加のための支援をさまたげることのないよう、定期的に 

又は適時委員会を開催し虐待の防止に努める事を目的とする。                  

 

（委員会委員の選出） 

第2条 委員は以下のとおりとする。 

1） 委員長は代表取締役とする。 

2） 副委員長は児童発達支援管理責任者とする。 

3） 委員には児童指導員を加えることする。 

（委員会の開催） 

第3条 委員会の開催を次のとおりとする。 

1） 委員会は、年 1 回以上開催する。 

2） 臨時の会の開催が必要な時は、委員長が招集し開催する。 

（委員会の実施） 

第4条 委員会は次のとおり実施する。 

1） 職員倫理綱領及び行動指針を職員に周知する。 

2） 虐待防止に係る研修会を年 1 回以上行う。 

3） 虐待が起こりやすい職場環境の確認及び改善を行う。 

4） ストレス要因の高い労働条件の確認及び見直しを行う。 

5） マニュアル、チェックリストの作成及び見直しとその実施を行う。 

6） 掲示物等のツールの作成及び掲示を行う。 

7） 虐待及びその疑いのある事案の検証および再発防止を検討する。 

（委員会の責務） 

第5条 委員会及び委員は次の責務を負う。 

1） 委員会は虐待が起こらないよう事前の措置として、職員の虐待防止意識の向上    

や知識を周知し、虐待の無い施設環境づくり目指さなければならない。 

2） 委員は日頃より関係法令の知識の習得に努めるだけでなく、人格（アイデンテ

ィティー）の向上にも努めるものとする。 

3） 委員会の正副委員長及び委員は、日頃より利用者の支援の場に虐待および虐待

につながるような支援が行われていないか観察し、必要があるときは職員に直

接改善を求め、指導する。 



 

 

 

4） 委員会はその他の各委員会とも連携を取り、利用者の虐待のおそれのある事案

や支援等に問題がある場合は、各委員会と協議し、協同で会議を開催する等、

虐待防止の対応・対策及び改善を図るものとする。 

5） 委員会は身体拘束等の適正化についても検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

コローレ東川 虐待防止委員会の構成メンバーは以下の通り。 

 

・委員長   管理者/児発管 中谷 布美 

・副委員長  代表取締役 楠井 基治 

・委員    児童指導員 中山 渉 

       児童指導員 坪木 由紀 

       児童指導員補助 山本 美妃 

       児童指導員補助 土佐 和香子 

 

 

 

 

 

附則 この規定は令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

   

・令和 7 年 2 月 15 日 改定 

 

 

 

      

 


